
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大
阪
幹
線
コ
ー
ス
（
６
月
３０

日
～
７
月
７
日
）
の
全
日
程
に

よ
」
と
市
民
に
訴
え
ま
し

た
。
行
進
中
、
わ
ざ
わ
ざ
家

か
ら
出
て
来
て
手
を
振
っ

て
激
励
し
て
頂
い
た
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
や
子
供
連
れ
の

女
性
の
皆
様
に
感
謝
と
御

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
疲
れ

て
い
て
挫
け
そ
う
に
な
っ

た
時
で
も
元
気
が
出
て
途

中
で
棄
権
す
る
こ
と
も
な

く
最
後
ま
で
行
進
す
る
こ

参
加
し
ま
し
た
。
大
阪
原
水

協
で
は
、
コ
ロ
ナ
感
染
を
防

止
す
る
た
め
、
シ
ュ
プ
レ
ヒ

コ
ー
ル
や
歌
を
う
た
っ
て
の

行
進
を
控
え
ま
し
た
が
、
猛

暑
の
中
、
ま
た
、
ど
し
ゃ
降

り
の
雨
の
中
で
も
元
気
よ
く

行
進
し
、
ア
ナ
ウ
ン
ス
に
よ

っ
て
「
人
類
と
核
兵
器
の
共

存
を
出
来
な
い
」「
日
本
は
核

兵
器
禁
止
条
約
に
批
准
せ

 

大
阪
府
本
部
は
、
原
水
協
が

主
催
す
る
国
民
平
和
行
進
の
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と
が
出
来
ま
し
た
。
参
加
者

は
、
大
阪
府
本
部
役
員
と
各

支
部
の
組
合
員
か
ら
参
加
。

建
交
労
大
阪
か
ら
の
累
計
参

加
者
は
１２
名
。 

 

ま
た
、
宣
伝
カ
ー
の
運
転

手
２
名
も
建
交
労
大
阪
が
全

日
程
で
運
行
し
ま
し
た
。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大
阪
府
本
部
は
組
織
強
化

を
は
か
る
た
め
、
７
月
２３
日

（
日
）
午
前
１０
時
か
ら
国
労

大
阪
会
館
台
２
小
会
議
室
に

お
い
て
、
２
０
２
３
年
度
の
第

３
回
目
一
般
組
合
員
学
習
会

を
開
催
し
ま
し
た
。 

 

今
回
の
テ
ー
マ
は
、「
運
輸

業
発
展
の
た
め
の
ト
ラ
ッ
ク

協
会
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
」

を
学
ぶ
た
め
、
大
阪
ト
ラ
ッ
ク

協
会
・
滝
口
前
専
務
理
事
を
講

師
に
お
招
き
し
て
約
７０
分
間

の
学
習
と
そ
の
後
に
質
問
を

受
け
、
２
時
間
内
容
の
濃
い
話

し
を
聞
く
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。 

 

大
阪
府
本
部
・
荻
田
書
記
長

の
司
会
進
行
で
は
じ
ま
り
、
学

習
会
は
大
き
く
２
本
の
柱
で
、

①
今
の
物
流
業
界
を
ど
う
見

る
か
？
中
小
企
業
の
経
営
が

厳
し
い
状
況
で
２
０
２
３
年

４
月
か
ら
６０
時
間
を
超
え
る

残
業
時
間
に
５０
％
以
上
の
割
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に
対
し
、
滝
口
前
専
務
理
事
は

「
前
科
が
付
く
こ
と
を
経
営

者
に
強
調
し
て
ほ
し
い
。」
と

回
答
。
内
容
の
濃
い
話
し
を
聞

く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
参
加

者
は
、
関
西
支
部
５
名
、
大
阪

合
同
支
部
２
名
、
此
花
支
部
２

名
、
関
西
合
同
支
部
１
名
、
関

西
ダ
ン
プ
支
部
２
名
が
参
加

し
ま
し
た
。 

 

主
・
消
費
者
の
行
動
内
容
２
、

施
策
の
効
果
、
３
、
当
面
の

進
め
方
に
あ
る
。
次
期
通
常

国
会
で
の
法
制
化
が
検
討
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
詳
し
く
学

び
ま
し
た
。
休
憩
後
の
質
問

で
は
、「
使
用
者
が
９
６
０
時

間
以
上
の
労
働
を
さ
せ
た
場

合
の
罰
則
規
定
が
甘
過
ぎ
る

の
で
は
な
い
か
。」
と
の
意
見

い
る
。
こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、

貨
物
業
界
は
、
ど
の
よ
う
に
変

わ
っ
て
い
く
の
か
？ 

 

そ
れ
は
、「
物
流
確
信
に
向
け

た
政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
の
ポ
イ

ン
ト
案
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。 

「
政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
の
構
成

と
し
て
、
１
、
①
商
慣
行
の
見

直
し
②
物
流
の
効
率
化
③
荷

増
率
を
経
営
側
は
支
払
う
義

務
を
負
う
こ
と
に
な
る
。 

 

一
方
で
労
働
者
は
、
９
６

０
時
間
以
上
の
労
働
が
出
来

な
く
な
れ
ば
、
生
活
が
苦
し

く
な
る
な
ど
の
意
見
も
出
て



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

肺
根
絶
闘
争
」、
全
国
ト
ラ
ッ

ク
部
会
「
２
０
２
４
年
問

題
」、
全
国
学
童
部
会
「
学
童

保
育
の
取
り
組
み
」
が
あ
り
、

１
日
目
を
終
え
ま
し
た
。
２

日
目
は
、
終
日
で
討
論
を
行

い
、
５３
名
の
発
言
と
１
名
の

文
書
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

討
論
内
容
は
各
県
本
部
の
活

動
報
告
と
組
織
拡
大
・
強
化

の
報
告
と
職
場
の
権
利
侵
害

（
裁
判
闘
争
）
の
訴
え
、
イ

ン
ボ
イ
ス
制
度
の
廃
止
、
大

軍
拡
・
大
増
税
を
阻
止
、
ジ

ェ
ン
ダ
ー
平
等
な
ど
の
発
言

が
あ
り
ま
し
た
。
大
阪
府
本

「
土
地
利
用
規
制
法
」
と
政
府

は
９
条
改
憲
の
外
堀
を
埋
め

て
き
ま
し
た
。
憲
法
９
条
を
持

つ
国
で
あ
り
な
が
ら
、『
戦
争

 

建
交
労
第
２５
回
定
期
大
会

は
、
群
馬
県
安
中
市
・
磯
部

ガ
ー
デ
ン
に
お
い
て
、
８
月

２６
日
か
ら
２８
日
の
３
日
間
、

討
論
を
行
い
、「
失
業
と
貧
乏

と
戦
争
に
反
対
す
る
な
ど
の

運
動
方
針
を
採
択
し
ま
た
。 

 

大
会
議
長
に
は
、
北
海
道

合
同
選
挙
区
・
須
貝
代
議
員
、

秋
田
県
合
同
選
挙
区
・
鈴
木

代
議
員
、
九
州
支
部
・
局
代

議
員
が
選
出
さ
れ
議
事
が
進

行
。
冒
頭
に
は
、
中
央
執
行

部
を
代
表
し
て
角
田
委
員
長

が
あ
い
さ
つ
。
角
田
委
員
長

は
、「
こ
の
間
、
安
倍
内
閣
か

ら
菅
内
閣
・
岸
田
内
閣
へ
と

『
戦
争
で
き
る
国
づ
く
り
』

へ
の
バ
ト
ン
が
渡
さ
れ
て
き

ま
し
た
。
思
い
起
こ
せ
ば
２

０
１
３
年
『
特
定
秘
密
保
護

法
』、
２
０
１
５
年
『
安
保
法

制
（
戦
争
法
）』、
２
０
１
７

年
『
共
謀
罪
』、
２
０
２
１
年

で
き
る
国
』」
に
し
て
し
ま
う

の
か
、
踏
み
と
ど
ま
る
の
か
、

今
、
戦
後
日
本
の
進
路
を
め
ぐ

る
大
変
重
要
な
時
期
で
あ
り

ま
す
。
と
述
べ
ま
し
た
。
ま
た
、

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
、
組
織
を
強

化
す
る
こ
と
。
経
済
に
お
い
て

は
、
労
働
者
実
質
賃
金
が
下
が

っ
て
い
る
こ
と
に
も
触
れ
、

今
定
期
大
会
の
運
動
方
針
を

補
強
し
て
い
た
だ
く
活
発
な

意
見
で
実
り
あ
る
大
会
に
し

ま
し
ょ
う
と
訴
え
ま
し
た
。

そ
の
後
に
大
会
初
日
の
議
事

進
行
内
容
を
議
事
運
営
委
員

長
の
大
阪
合
同
選
挙
区
・
菅

原
代
議
員
か
ら
報
告
、
来
賓

あ
い
さ
つ
は
、
全
労
連
・
尾

畑
雅
子
議
長
、
日
本
共
産

党
・
塩
川
鉄
也
衆
議
院
議
員
、

水
口
洋
介
顧
問
弁
護
士
の
３

名
か
ら
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
特
別
報
告
で
は
、

労
職
部
会
「
ト
ン
ネ
ル
じ
ん
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３
日
目
は
、
各
議
案
の
全

会
一
致
で
の
採
択
、
組
織
拡

大
、
機
関
紙
コ
ン
ク
ー
ル
、

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
の
表
彰

式
を
行
い
ま
し
た
。
建
交
労

全
国
組
合
員
の
全
体
参
加
者

は
、
１
４
６
名
、
大
阪
府
か

ら
は
、
関
西
支
部
代
議
員
２

名
、
大
阪
合
同
選
挙
区
１
名
、

特
別
代
議
員
１
名
と
中
央
執

行
委
員
２
名
、
傍
聴
参
加
は
、

関
西
支
部
１
名
、
関
西
合
同

支
部
１
名
が
参
加
し
ま
し

た
。 

 

部
か
ら
は
、
本
多
副
委
員
長

が
特
別
代
議
員
と
し
て
報

告
。
本
多
副
委
員
長
は
３
月

に
開
催
し
た
「
ト
ラ
ッ
ク
パ

レ
ー
ド
」
と
５
月
に
開
催
し

た
「
学
習
交
流
会
」
に
つ
い

て
発
言
。
大
阪
府
の
代
議
員

は
関
西
支
部
２
名
か
ら
「
生

コ
ン
職
場
の
取
り
組
み
と
集

団
交
渉
の
再
開
を
求
め
る
要

求
と
要
求
実
現
の
成
果
・

日
々
雇
用
労
働
者
の
日
額
賃

金
１
，
０
０
０
円
の
引
き
上

げ
」
に
つ
い
て
の
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。 
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